
求む!! 価値
観を

  塗り替え
る挑戦者。

新たな事業の創出や市場開拓に挑む、ベンチャー起業家を募集

2020.9.14 Mon. - 10.29 Thu.募集
期間

【主催】 独立行政法人中小企業基盤整備機構　【後援】 経済産業省中小企業庁 ほか

詳しくは公式HPから

https://j-venture.smrj.go.jp/
ベンチャーアワード



Japan Venture Awardsは、

革新的かつ潜在成長力の高い事業
や、

社会的課題の解決に資する事業を
行う、

志の高いベンチャー企業の経営者
を称える表彰制度です。

2000年以来、299名のベンチャー経
営者等が受賞し、

それぞれの事業とともに

日本を支えるリーダーへと成長を遂
げています。

次なる日本のリーダーとして果敢に
挑戦する起業家を、

ロールモデルとして広く紹介するこ
とで、

創業機運を高め、日本における創業
の促進を図ります。

世の中の
価値観を塗り替えろ



Japan Venture Awards 2021

創業後概ね15年以内※1であり、高い志を持ち、自立する中小企業など※2の経営者又は代表者

▶前回（JVA2020）応募状況
創業間もないベンチャーから、第2創業に取り組む中小企業まで、幅広い業種・社歴の経営者から応募いただいています。
年代層も20～70代まで幅広く、多様性に富んだベンチャー経営者の発掘につながっています。

▶審査基準
経営者の資質、成長性、革新性、社会性について審査を行います。

※1 社歴に関わらず、経営の多角化や事業転換により、新事業展開した場合を含む。　※2 企業を主な対象といたしますが、NPO法人、LLC（合同会社）などの応募も可能とします。

▶中小企業について
募集対象とする中小企業などは、下記のいずれかに該当する個人事業主、法人又はそれらによって構成される組織とし、
活動主体が国内にあるものとします。（中小企業基本法より）
●製造業その他 資本金3億円以下、又は常時使用する従業員が300人以下
●卸売業 資本金1億円以下、又は常時使用する従業員が100人以下
●小売業 資本金5千万円以下、又は常時使用する従業員が50人以下
●サービス業 資本金5千万円以下、又は常時使用する従業員が100人以下

ベンチャーキャピタリスト奨励賞

現在、ベンチャー企業に対して支援を行っており、今後も継続して活動するベンチャーキャピタリスト
▶応募対象

▶応募対象

これまでのベンチャー企業に対する支援活動内容・実績、イノベーション・社会への貢献度について審査を行います。

JVA2021審査委員会（敬称略・順不同）
●東出 浩教 氏 早稲田大学大学院経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）教授 ／ 日本ベンチャー学会　理事
●小野 由理 氏 株式会社三菱総合研究所　研究開発部門 統括室長
●高乗 正行 氏 株式会社チップワンストップ　代表取締役社長
●中野 慎三 氏 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会　会長 
●坂本 祥純 氏 国立研究開発法人科学技術振興機構　産学共同開発部長
●吉田 剛 氏 国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構　イノベーション推進部長

有識者で構成されたJVA2021審査委員会で審査を行います。
▶審査員

●東出 浩教 氏 早稲田大学大学院経営管理研究科（早稲田大学ビジネススクール）教授 ／ 日本ベンチャー学会　理事
●赤浦 徹 氏 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会　会長
●市川 隆治 氏 一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター　理事長
●高乗 正行 氏 株式会社チップワンストップ　代表取締役社長

▶審査基準

▶審査員（敬称略・順不同）

■事業内容
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情報通信業
製造業

サービス業
学術研究・専門・技術サービス業

医療・福祉
卸売業・小売業

教育・学習支援業
農業・林業

生活関連サービス・娯楽業
建設業

不動産業・物品賃貸業
金融・保険業

電気・ガス・熱供給・水道業
運輸業

※直近1年間の新規上場案件における投資実績等を勘案し、ベンチャーキャピタリスト奨励賞審査委員会による推薦を合わせて実施します。

※応募の詳細については応募要項をご確認ください。



表彰名 （予定）

スケジュール

応募手順

❶ 公式ホームページ（HP）より「事前申込ID」を取得する
❷ 公式HPから『応募様式』をダウンロード

※ID取得申請後、事務局よりメールでIDを発行。応募の未受理を防ぐためご協力をお願いします。

❸ 提出書類の準備・作成
※印刷される場合、片面印刷でご提出ください。

❹ 提出書類を事務局に
    E-mail又は郵送で提出

ベンチャーアワード

提出書類

□ 応募様式（A4・8枚以内）
□ 会社案内（3点以内）
□ 製品・技術・サービスの説明資料（A4・3枚以内）
□ 過去3年分の財務諸表（貸借対照表・損益計算書） ※ただし決算を迎えていない企業の場合不要です。
□ 新聞・雑誌などの掲載記事（3点以内）
□ 推薦者記入様式 ※任意

□ 応募様式（A4）
□ 添付資料（応募内容を補完する資料。必要に応じ提出。A4・5枚程度）

JVA2021運営事務局
応募書類の送付先・お問い合わせ先

【E-mail】 jva2021＠operation-desk.jp
【郵送・宅配便】 〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-10 ADEXビル6F
【TEL】 03-3292-5088

募集開始

書類締切
2020年

10月29日（木）
必着
ベンチャー

キャピタリスト奨励賞
2020年

10月29日（木）必着

ベンチャー
キャピタリスト奨励賞

後日連絡

書類審査
1次審査・
2次審査

書類審査の
結果通知
12月下旬

面接審査
2021年

1月13日（水） 表彰式（受賞者発表）
2021年3月1日（月）

【会場】虎ノ門ヒルズフォーラム

※ご応募いただきました皆様には、「書類受理の確認（メール）」および「選考結果（書面）」をご連絡申し上げます。

応募様式はできるだけ、電子データ
でご送付いただきますよう、ご協力
をお願いします。

ベンチャー
キャピタリスト奨励賞
提出書類

事業内容、活動実績、経営者の資質や社会的な評価（貢献度）などを総合的に評価の上、他の企業の模範として相応しい極めて優秀な経営者。
経済産業大臣賞

事業内容、活動実績、経営者の資質などを総合的に評価して特に優秀な経営者。
中小企業庁長官賞

優秀な事例のうち、公的支援策などを有効活用した模範的な事例となる経営者。
中小機構理事長賞

上記以外で、事業その他の特徴と経営者を総合的に評価して、テーマ別に特別表彰を行う。
JVA審査委員会特別賞

活動内容、活動実績、イノベーションへの貢献度、社会への貢献度等を総合的に評価の上、
今後の活躍が期待されるベンチャーキャピタリスト（事業会社の投資担当者を含む）。

ベンチャーキャピタリスト奨励賞

社会的な課題の解決に向けて、革新性に優れた科学技術等を基に、
将来の社会や産業にイノベーションを起こす可能性を持つ、他の企業の模範として相応しい極めて優秀な経営者。

科学技術政策担当大臣賞

※上記の表彰とは別に、応募者（表彰対象者を除く）の中で、創業5年以内で、将来更なる活躍が期待されるベンチャー経営者を対象にした、
　「JVCA（一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会）特別奨励賞」の表彰も行います。



※社名・役職等は受賞当時のものを記載

前回（JVA2020）ベンチャーキャピタリスト奨励賞 受賞者紹介

前回（JVA2020）受賞者紹介

今林 広樹 氏
EAGLYS株式会社
代表取締役社長

岡田 光信 氏
株式会社アストロスケールホールディングス
創業者兼CEO

桜庭 喜行 氏
Varinos株式会社
代表取締役

藤原 健真 氏
株式会社HACARUS
代表取締役CEO

今西 良光 氏
株式会社Emotion Tech
代表取締役

古川 卓司 氏
株式会社ビードットメディカル
代表取締役社長

東 志保 氏
株式会社Lily MedTech
代表取締役

角田 望 氏
株式会社LegalForce
代表取締役CEO

三澤 宏之 氏
みやこキャピタル株式会社
取締役 パートナー

小沼 晴義 氏
株式会社ジャフコ
プリンシパル

日本初の自然言語処理を用いたクラウド型契
約書レビュー支援ソフトウェア「LegalForce」
を提供。

日本発のサイエンス・テクノロジーで世界に普
及する、画期的な製品を生み出す企業支援を
継続していきます。また、成功例を多く出す事
しかVC、スタートアップ業界が拡大する事は
無いので、特にバイオ・ライフサイエンス分野
での成功企業輩出に貢献し、業界に関連する
人・資金を増やしたいと考えています。

同地域同タイミングで活動しているVCの中で、
①運用パフォーマンス②起業家からの信用・信
頼③関わった企業の価値向上貢献、で最高の結
果を出すことを目標に活動中。これまで「日本初
の・・・」といったアドテク、SaaS、フィンテックへ
投資し大成功を収める。一方でVC業界トップク
ラスのキャピタルロスを計上する等“経験”豊富。

顧客体験（CX）を向上させるクラウドサービス
「Emotion Tech」、従業員体験（EX）を向上さ
せるクラウドサービス「Employee Tech」を
提供。

放射線総合医学研究所で培った経験を基に
粒子線がん治療装置に関する技術コンサル
ティング業務、さらに超小型ハイスループット
陽子線がん治療装置の開発を行っている。

少量のデータからの特徴量抽出に優れ、解釈
性の高いスパースモデリング技術を利用した
産業向けエッジAIと医療向け診断・治療支援
AIの開発・提供。

企業のデータ活用を促進するため、データを
暗号化した状態で流通から集積・データ解
析・AI処理まで実施できる秘密集積・秘密計
算プラットフォームの研究開発・提供を行う。

乳がん検診率の向上と早期発見への貢献を目
指し、リング型の超音波振動子を使用した乳
房の3Dスキャンが可能な、被ばくや痛みのな
い女性に優しい乳房用画像診断装置の開発。

宇宙機の安全航行の確保を目指し、次世代へ
持続可能な軌道を継承する為、スペースデブ
リ（宇宙ゴミ）除去サービスの開発に取り組む
世界初の民間企業です。

DNA解析技術を活用したゲノム検査を開発
し、臨床検査サービスとして全国の医療機関
に提供。子宮内の細菌バランスを調べる子宮
内フローラ検査を世界で初めて実用化した。

科学技術政策担当大臣賞経済産業大臣賞

中小企業庁長官賞中小企業庁長官賞

中小機構理事長賞中小機構理事長賞

JVA審査委員会特別賞JVA審査委員会特別賞



【　主　催　】 独立行政法人中小企業基盤整備機構  創業・ベンチャー支援部  創業・ベンチャー支援課
【運営事務局】 JVA2021運営事務局  〒101-0052 東京都千代田区神田小川町2-10 ADEXビル6F   TEL 03-3292-5088   E-mail  jva2021＠operation-desk.jp

中小機構（正式名称：中小企業基盤整備機構）は経済産業省所管の独立行政法人で、中小企業施策の総合的な実施機関としての役割を果たしています。

後  援 （予定）

協  力

日本経済新聞社

NPO法人ETIC.

国立研究開発法人産業技術総合研究所
国立研究開発法人

新エネルギー・産業技術総合開発機構

日本商工会議所

独立行政法人情報処理推進機構

中小企業庁 国立研究開発法人科学技術振興機構

一般財団法人ベンチャーエンタープライズセンター

公益社団法人日本ニュービジネス協議会連合会

全国中小企業団体中央会

株式会社商工組合中央金庫

全国地方新聞社連合会

全国イノベーション推進機関ネットワーク

株式会社日本政策金融公庫

日本ベンチャー学会 一般社団法人日本ベンチャーキャピタル協会

全国商工会連合会

有限責任あずさ監査法人 DRIVE（運営：NPO法人ETIC.）

アントレサロン
（運営：銀座セカンドライフ株式会社）日刊工業新聞社 一般社団法人日本スタートアップ支援協会

INNOVATION LEADERS SUMMIT
（運営：株式会社プロジェクトニッポン）

福岡市

株式会社日本政策投資銀行

EY新日本有限責任監査法人

特定非営利活動法人インデペンデンツクラブ

月刊事業構想


